
弘前市の基礎データ

○人　口 （ 推 計 ） ○面　積

１５７，３８２人
 ※令和7年10月1日現在
 ※令和2年国勢調査人口等基本集計
 （総務省統計局集計)を基礎に推計

５２４．２０㎢

○位　置

東経　１４０度９分～３６分
北緯　４０度２８分～４５分

2025年度版 弘前市統計ハンドブック

弘前市



○年齢3区分別人口

※年齢3区分別人口に年齢不詳は含めていない

資料：総務省統計局「国勢調査」

年 次 総人口

51,830
2020年 R2 168,466 17,417 95,115 53,922
2015年 H27 177,411 19,410 105,062

43,199
2010年 H22 183,473 21,829 113,183 46,401
2005年 H17 189,043 25,051 120,732

31,451
2000年 H12 193,217 28,251 126,925 37,954
1995年 H7 194,197 31,465 130,944

21,341
1990年 H2 191,217 34,703 130,750 25,591
1985年 S60 192,989 39,630 132,014

(14歳以下) (15～64歳) (65歳以上)

1980年 S55 192,291 42,155 131,583 18,553

人口の推移

（単位：人）
年齢3区分別人口

年少人口 生産年齢人口 老年人口

＜弘前市＞

弘前市の総人口は、平成7年の19万4,197人をピークに減少が続き、令和2年は
16万8,466人となっています。年齢3区分別では、平成12年から年少人口を老
年人口が上回り、令和2年には老年人口が年少人口の3倍以上となっています。
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（構成比）（人口）
＜弘前市＞
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資料：総務省統計局「国勢調査」

○人口ピラミッド

（人）

（人）

0～4
5～9

10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～89
90～94
95～99

100以上

0～4
5～9

10～14
15～19
20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59
60～64
65～69
70～74
75～79
80～84
85～89
90～94
95～99

100以上＜青森県＞ ＜全 国＞

0 1,500 3,000 4,500 6,000 7,500 9,000

01,5003,0004,5006,0007,5009,000

0～4歳

5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳

30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳

50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳

75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳

100歳以上

男（令和2年） 女（令和2年）

600 2,100 3,600 5,100 6,600 8,100

6002,1003,6005,1006,6008,100

0～4歳

5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳

30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳

50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳

75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳

100歳以上

男（昭和55年） 女（昭和55年）

第1次ベビー

ブーム世代

第2次ベビー

ブーム世代

＜弘前市＞
（令和2年と昭和55年の比較）
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Ａ～Ｂ 農林漁業

Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業
Ｇ 情報通信業
Ｈ 運輸業，郵便業
Ｉ 卸売業，小売業
Ｊ 金融業，保険業
Ｋ 不動産業，物品賃貸業
Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業
Ｍ 宿泊業，飲食サービス業
Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業
Ｏ 教育，学習支援業
Ｐ 医療，福祉
Ｑ 複合サービス事業

第3次産業

第2次産業

○産業3部門別の事業所の割合

資料：総務省統計局・経済産業省「令和3年経済センサスー活動調査」

860 11.4%
62 0.8%

Ｒ サービス業（他に分類されないもの） 525 7.0%
※個人で農業・林業・漁業を行っているいわゆる農林漁家は含まれない。

421 5.6%
262 3.5%

1,004 13.3%
864 11.5%
255 3.4%

13 0.2%
54 0.7%

142 1.9%
1,939 25.8%

155 2.1%

Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業 2 0.0%
Ｄ 建設業 568 7.5%
Ｅ 製造業 334 4.4%

産　業

産業分類 民営事業所数 割合
Ａ～Ｒ　全産業（Ｓ公務を除く） 7,526 100.0%

第1次産業 66 0.9%

○産業別民営事業所数

0.8%

1.6%

0.9%

17.7%

15.3%

12.0%

81.5%

83.1%

87.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国

青森県

弘前市

①第1次産業（A～B） ②第2次産業（C～E） ③第3次産業（F～R）

民営事業所数が最も多いのは「卸売業、小売業」で、次いで「宿泊業、飲食
サービス業」、「生活関連サービス業、娯楽業」となっています。＜弘前市＞

弘前市では、青森県や全国と比べて第3次産業の割合が高くなっています。
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第3次産業

○産業別就業者数

第1次産業

第2次産業

○産業3部門別の就業者の割合

Ｓ 公務（他に分類されるものを除く） 3,777人 4.6%
Ｔ 分類不能の産業 3,988人 4.8%

※「分類不能の産業」を除いた割合
資料：総務省統計局「令和2年国勢調査」

Ｐ 医療，福祉 13,297人 16.0%
Ｑ 複合サービス事業 804人 1.0%
Ｒ サービス業（他に分類されないもの） 4,416人 5.3%

Ｍ 宿泊業，飲食サービス業 4,282人 5.2%
Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業 2,921人 3.5%
Ｏ 教育，学習支援業 5,140人 6.2%

Ｊ 金融業，保険業 1,519人 1.8%
Ｋ 不動産業，物品賃貸業 975人 1.2%
Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業 1,460人 1.8%

Ｇ 情報通信業 641人 0.8%
Ｈ 運輸業，郵便業 2,791人 3.4%
Ｉ 卸売業，小売業 12,557人 15.2%

Ｄ 建設業 5,068人 6.1%
Ｅ 製造業 7,913人 9.5%
Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 346人 0.4%

うち農業 10,844人 13.1%
Ｂ 漁業 2人 0.0%
Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業 14人 0.0%

産業分類 就業者数 割合
総数（産業大分類） 82,826人 100.0%

Ａ 農業，林業 10,915人 13.2%

3.5%

11.4%

13.8%

23.7%

20.0%

16.5%

72.8%

68.6%

69.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国

青森県

弘前市

①第1次産業（A～B） ②第2次産業（C～E） ③第3次産業（F～S）

就業者数が最も多いのは「医療、福祉」で、次いで「卸売業、小売業」、
「農業、林業」となっています。 ＜弘前市＞

弘前市では、青森県や全国と比べて第1次産業の割合が高くなっています。

5



○農業経営体数の推移

○年齢別基幹的農業従事者数

資料：青森県「農林業センサス農林業経営体調査青森県結果書」

基幹的農業従事者数 平成27年 11,217人
令和2年 9,190人

資料：青森県「農林業センサス農林業経営体調査青森県結果書」

267 281 276
371

622

944

1,236

1,590
1,694

1,410 1,364

894

268

183 235
300 335 407

616

906

1,204

1,478
1,412

984

718

412

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

H27 R2

※「農業経営体」とは、以下のいずれかに該当するものをいう。
（1）経営耕地面積が30a以上
（2）農作物の作付面積又は栽培面積、家畜の飼養頭羽数又は出荷羽数等が一定の基準以上
（3）農作業の受託を実施

※「基幹的農業従事者」：自営農業に主として従事した世帯員のうち、ふだん仕事として主
に自営農業に従事しているもの。

（人）

52,266

44,667

35,914

29,022

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

5,864

6,854
5,932

4,792

0

1,500

3,000

4,500

6,000

7,500

9,000

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

＜青森県＞ ＜弘前市＞

＜弘前市＞
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資料：農林水産省「農林業センサス」

2005年
(H17)

2010年
(H22)

2015年
(H27)

○基幹的農業従事者の平均年齢

青森県 34,866戸 10,978戸 (31.5%) 23,888戸 (68.5%)
弘前市 5,719戸 1,557戸 (27.2%) 4,162戸 (72.8%)

青森県 43,314戸 18,596戸 (42.9%) 24,718戸 (57.1%)
弘前市 6,538戸 2,749戸 (42.0%) 3,789戸 (58.0%)

青森県 50,790戸 22,053戸 (43.4%) 28,737戸 (56.6%)
弘前市 7,301戸 3,061戸 (41.9%) 4,240戸 (58.1%)

※（　）内の順位は、都道府県における若さの順位。

　なお、1位はすべての調査年において北海道となっている。

資料：農林水産省「農林業センサス」

○農業後継者の有無別農家数

販売
農家数計

同居農業後継者が
いる

同居農業後継者が
いない

青森県 63.2歳 （3位） 64.3歳 （2位） 65.4歳 （2位）
弘前市 61.7歳 62.9歳 63.8歳

2010年 2015年 2020年
全国平均 66.1歳 67.0歳 67.8歳

平成22年 平成27年 令和2年

43.4% 42.9%

31.5%41.9% 42.0%

27.2%

10%

20%

30%

40%

50%

2005年（H17） 2010年（H22） 2015年（H27）

同居農業後継者がいる割合

青森県 弘前市

基幹的農業従事者の平均年齢は、青森県、全国に比べて低くなっています。

弘前市、青森県ともに、同居農業後継者のいる農家の割合が大幅に減少してい
ます。
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資料：農林水産省「農林業センサス」

3.5% 5

＜全国における青森県の割合＞ ＜県内における弘前市の割合＞

○りんごの栽培面積

○青森県・弘前市が全国に占めるりんご栽培面積の割合

秋田県 1,031 3.6% 5 889

7.0% 3
山形県 1,692 6.0% 4 1,453 5.7% 4
岩手県 2,102 7.4% 3 1,792

24.3% －
長野県 5,628 19.8% 2 5,150 20.2% 2
弘前市 6,870 24.2% － 6,172

100.0% －
青森県 15,342 54.0% 1 13,810 54.3% 1
全国 28,419 100.0% － 25,446

平成27年 令和2年
面積（ha） 全国比 順位 面積（ha） 全国比 順位

その他都道府県
45.7%

青森県
54.3%

県内他市町村
55.3%

弘前市
44.7%

（参考）
弘前市

全国の24.3％

8



1)　1人当たり県民所得=100とする
2)　1人当たり国民所得=100とする

資料：青森県統計分析課「令和4年度青森県県民経済計算・市町村民経済計算」

○一人当たり所得の推移

弘前市 青森県 国

80.4 84.0
令和4年度 2,672 2,704 3,278 98.8 81.5 82.5
令和3年度 2,531 2,646 3,150 95.7

79.1 83.0
令和2年度 2,470 2,566 2,980 96.3 82.9 86.1
令和元年度 2,515 2,641 3,181 95.2

77.2 82.7
平成30年度 2,455 2,591 3,181 94.8 77.2 81.4
平成29年度 2,436 2,611 3,157 93.3

79.4 84.4
平成28年度 2,376 2,538 3,089 93.6 76.9 82.2
平成27年度 2,454 2,608 3,089 94.1

80.1 83.1
平成26年度 2,333 2,434 2,961 95.9 78.8 82.2
平成25年度 2,343 2,431 2,925 96.4

市／県 市／国 県／国
1) 2） 2)

一人当たりの所得（千円） 所得格差

2,343 2,333

2,454
2,376

2,436 2,455
2,515 2,470

2,531

2,6722,431 2,434

2,608
2,538

2,611 2,591
2,641

2,566
2,646

2,704

2,925 2,961

3,089 3,089
3,157 3,181 3,181

2,980

3,150

3,278

1,500

1,750

2,000

2,250

2,500

2,750

3,000

3,250

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

一人当たり所得の推移

弘前市 青森県 国

（千円）
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※共働き世帯の割合＝夫婦がともに就業者の世帯数／一般世帯数 

※資料：総務省統計局「国勢調査」

○共働き世帯割合

共働き世帯数

共働き世帯の
割合

弘前市 29.14% 26.46% 26.80% 26.64%
青森県 29.62% 27.31% 27.58% 26.99%
全国 26.57% 24.45% 24.53% 23.71%

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年
2005 2010 2015 2020

2005 2010 2015 2020
弘前市 20,118世帯 18,495世帯 19,007世帯 18,848世帯

労　働

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

20,118

18,495
19,007 18,848

26.57%

24.45% 24.53%
23.71%

29.62%

27.31% 27.58%
26.99%

29.14%

26.46% 26.80% 26.64%

15%

17%

19%

21%

23%

25%

27%

29%

31%

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

平成17年 平成22年 平成27年 令和2年

弘前市 全国 青森県 弘前市

（共働き世帯数） （共働き世帯割合）
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○青森県民の一週間の時間の使い方

○主な行動の平均時刻（平日）

起床の平均時刻 就寝の平均時刻

6:20

※資料：総務省統計局「令和3年社会生活基本調査」

秋田県
3位 岩手県 22:36 岩手県 483分 高知県 他
2位 秋田県 22:32 秋田県 484分

睡眠時間
（週全体の総平均時間）

1位 6:16 青森県 22:30 青森県 487分 青森県

生　活

※資料：総務省統計局「令和3年社会生活基本調査」

 0  50  100  150  200  250  300  350  400  450  500

ボランティア活動・社会参加活動

介護・看護

学習・自己啓発・訓練(学業以外)

スポーツ

交際・付き合い

受診・療養

育児

その他

移動(通勤・通学を除く)

学業

通勤・通学

買い物

趣味・娯楽

身の回りの用事

家事

食事

休養・くつろぎ

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌

仕事

睡眠

全国 青 森 県 （分）
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○青森県民が1年間で行ったスポーツ活動

都道府県別順位

1位

2位

46位

47位
52.1%

※資料：総務省統計局「令和3年社会生活基本調査」

～
秋田県

57.1%
青森県

東京都
74.5%

神奈川県
71.8%
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青森県 全国

スポーツの内訳は？

・その他には、サッカー（フットサルを含む）、ボウリング、水泳、バレーボール、
ゴルフ（練習場を含む）、卓球、ヨガ、テニス、グラウンドゴルフ、ソフトボール、
剣道、柔道などが含まれる。
・スポーツ活動を行ったと回答した人の合計を100%として按分

52.1

66.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

青森県

全国

1年間でスポーツ活動を行ったと
回答した割合
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※資料：総務省統計局「令和3年社会生活基本調査」

○青森県民が1年間で行った趣味、娯楽

78.6

86.3

% 20% 40% 60% 80%

青森県

全国

1年間で趣味、娯楽を行ったと回答した割合
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は
除
く)

編
み
物
・
手
芸

パ
チ
ン
コ

楽
器
の
演
奏

キ
ャ
ン
プ

そ
の
他

青森県 全国

趣味、娯楽の内訳は？

・その他には、和裁・洋裁、コンサートなどによるポピュラー音楽・歌謡曲鑑賞、
演芸・演劇・舞踊鑑賞(テレビなどは除く)、邦楽(民謡、日本古来の音楽を含む)、書
道、将棋、コンサートなどによるクラシック音楽鑑賞、絵画・彫刻の制作、詩・和
歌・俳句・小説などの創作、コーラス・声楽、邦舞・おどり、華道、陶芸・工芸、
囲碁、洋舞・社交ダンス、茶道などが含まれる。
・趣味、娯楽を行ったと回答した人の合計を100%として按分
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2.2倍 2.9倍

※「店舗その他の併用住宅」を除く「専用住宅」の家賃・間代

住宅状況

1位 秋田県 77.1% 1位 平川市 91.2％
2位 山形県 75.0% 2位 黒石市 81.5％
3位 富山県 74.9% 3位 つがる市 80.5％

～ 4位 五所川原市 74.3％
11位 青森県 71.4% 5位 十和田市 72.1％

～ 6位 むつ市 71.7％

～ 7位 青森市 67.1％
45位 福岡県 52.7% 8位 八戸市 66.0％
46位 東京都 44.7% 9位 弘前市 65.9％
47位 沖縄県 42.6% 10位 三沢市 58.7％

※資料：総務省統計局「令和5年住宅・土地統計調査」

1位 鹿児島県 39,382円 1位 青森県 1,999円
2位 青森県 40,237円 2位 鹿児島県 2,114円
3位 宮崎県 41,373円 3位 宮崎県 2,117円

～ ～

46位 神奈川県 70,915円 46位 神奈川県 4,256円
47位 東京都 87,118円 47位 東京都 5,699円

一か月あたりの家賃・間代 一畳あたりの家賃
青森市 43,716円 2,261円
弘前市 42,104円 2,393円
八戸市 43,477円 2,096円

資料：総務省統計局「令和5年住宅・土地統計調査」

○持ち家住宅率

持ち家住宅率の
高い都道府県

県内10市の
持ち家住宅率

○借家の一か月あたりの家賃・間代及び一畳あたりの家賃

一か月あたりの
家賃・間代が安い順

一畳あたりの
家賃が安い順
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出 生 死 亡

12.4人 47.3人

婚 姻 離 婚

  7.8組 4.3組

転 入 転 出

69.6人 80.7人

交通事故 火災発生

5.0件 1.1件
5.4件 1.3件
6.6件 0.8件

救急出動 ごみ排出量

150.4件 1,051グラム
   970グラム
   854グラム全 国: 175.8件 全 国:

弘前市: 弘前市:
青森県: 138.4件 青森県:

24.0件 （R6年） 171トン （R5年）
人口100万人あたり  1人あたり

弘前市: 弘前市:
青森県: 青森県:
全 国: 全 国:

0.8件 （R6年） 0.2件 （R6年）
人口100万人あたり 人口100万人あたり

50.3人
全 国: 57.5人 全 国: 57.5人

弘前市: 弘前市:
青森県: 37.8人 青森県:

11.1人 （R6年） 12.9人 （R6年）
人口100万人あたり 人口100万人あたり

4.1組
全 国: 11.0組 全 国: 4.2組

弘前市: 弘前市:
青森県:   7.8組 青森県:

1.2組 （R6年） 0.7組 （R6年）
人口100万人あたり 人口100万人あたり

青森県: 12.1人 青森県: 48.6人
全 国: 15.6人 全 国: 36.6人

弘前市: 弘前市:
人口100万人あたり 人口100万人あたり

弘前市の１日

2.0人 （R6年） 7.5人 （R6年）

※数値は、年間の発生件数等を1日あたりに単純平均したもの。
※1～4 厚生労働省「人口動態統計」、5～6 総務省「住民基本台帳人口移動報告」、7 青森県警察本部「交通事
故月報」、8 弘前地区消防事務組合「消防年報」・消防庁「火災の状況（確定値）」、9 弘前地区消防事務組合
「消防年報」・消防庁「消防白書」、10 環境省「一般廃棄物処理事業実態調査」

１ ２

３ ４

５ ６

８７

１０９
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【国勢調査】
日本に住んでいるすべての人・世帯を対象に５年に一度実施。
日本の人口や世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得る。

【労働力調査】
全国から無作為に選定した世帯を対象に毎月実施。
就業・不就業の状態を明らかにし、景気判断や雇用対策等の基礎資料を得る。

【農林業センサス】
農林業を営んでいるすべての農家、林家や法人を対象に５年に一度実施。
日本の農林業の生産構造及び就業構造等の実態を把握する。

【経済センサスー活動調査】
全国すべての事業所及び企業を対象に５年に一度実施。
事業所・企業の経済活動を全国及び地域別に明らかにする。

【住宅・土地統計調査】
全国から無作為に選定した住宅やその他の建物・世帯を対象に５年に一度実施。
住生活に関する実態の現状と推移を全国及び地域別に明らかにし、住生活関連
諸施策の資料を得る。

【就業構造基本調査】
全国からの無作為選定世帯における15歳以上の世帯員を対象に５年に一度実施。
国民の就業及び不就業の状態を調査し、全国及び地域別の就業構造に関する
基礎資料を得る。

こくせい

政府統計

総務省統計局を始めとして政府諸機関が、国政上の必要からいろいろな
統計を作成しており、これらを総称して「政府統計」といいます。
政府統計にはとても多くの統計調査がありますが、市民の皆さんの協力
により実施されるものも多くあります。
その代表的なものとして、次のような調査が
行われています。
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政府統計の総合窓口（e-Stat）

統計データを一元的に利用できるポータルサイト
「ｅ－Ｓｔａｔ」（https://www.e-stat.go.jp/）が開設されていて、誰で
も調査結果を確認することができます。
ｅ－Ｓｔａｔに掲載されている政府統計は約７００調査にのぼります。
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5 1,778
構 成 比 3% 6% 9% 15% 19% 18% 30%

○回答者数

2,440人 1,778人 72.9%

○年代別回答者数

70
以上

無回答 計年 代
16～
19

20～
29

30～
39

40～
49

0% 100%

アンケートの回答状況

対象者数 回答者数 回答率

回答者数 50 107 164 269 330 323 530

50～
59

60～
69

令和７年度 弘前市市民意識アンケート

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

回答者の年代別割合 住民基本台帳人口による割合

市の施策等に対して、市民が日常感じている満足度やニーズを把握する
ためのアンケート調査を実施しています。
なお、集計結果は弘前市のホームページにも掲載していますのでご覧く
ださい。
（https://www.city.hirosaki.aomori.jp/gaiyou/tokei/shimin_ishiki.html）

18



○満足度スコアの推移

令和7年度調査では、全60問のうち27問において満足度を計ることができ
る設問を設定しました。

※満足度スコア…満足度を計ることができる設問について、満足度（「満足」･「そう思う」、
「どちらかといえば満足」･「どちらかといえばそう思う」と回答した人の合計の割合）から、
不満度（「不満」･「そう思わない」、「どちらかといえば不満」･「どちらかといえばそう思
わない」と回答した人の合計の割合）を差し引いた指標で、スコアが高いほど満足度が高いと
いえる。

○満足度スコアの分布図

アンケート結果

教育環境

子育ての負担軽減

幼児教育

子育てのしやすさ
救急医療

障がい者の安心

雇用・職場環境商工業振興

公害やごみ

防犯や交通安全

協働した雪対策

冬期間の道路環境

公園の管理

交通アクセス

道路の補修

水道水

下水道

公共交通手段

景観の魅力

弘前公園の整備

協働のまちづくり

意見を言える機会

市政情報の提供 お役立ち情報

男女の平等

住みよさ

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

-35.0 -30.0 -25.0 -20.0 -15.0 -10.0 -5.0 0.0 5.0 10.0

満
足
度
ス
コ
ア

前年度からの増減

21.5
17.9

20.6
25.1

19.7

10

15

20

25

30

R3 R4 R5 R6 R7

【第１象限】
前年度からの増減：プラス
満足度スコア：プラス

【第４象限】
前年度からの増減：プラス
満足度スコア：マイナス

【第２象限】
前年度からの増減：マイナス
満足度スコア：プラス

【第３象限】
前年度からの増減：マイナス
満足度スコア：マイナス
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2026年2月発行

弘前市企画部広聴広報課

オープンデータひろさき

弘前市のホームページでは、当市の様々な行政情報をオープンに発信
しており、これらのデータはすべてのユーザーが再利用可能です。

https://www.city.hirosaki.aomori.jp/gaiyou/opendata/index.html
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